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中
園
に
於
け
る
菌
類
の
拳
術
的
考
究
は
、
今
日
盛
ん
に
行
な
わ
れ

て
い
る
。
そ
の
内
容
を
見
る
と
、
真
菌
の
描
開
放
楽
性
を
追
究
す
る
醤

薬
事
的
分
野
を
主
鐙
と
し
、
な
お
又
食
味
食
材
と
し
て
扱
う
烹
笹
関

係
の
書
籍
に
あ
っ
て
も
こ
れ
を
凌
駕
す
る
勢
い
に
あ
る
。
し
か
も
陳

士
聡
『
中
園
菌
菜
諮
』
(
一
九
八
八
)
な
ど
は
こ
れ
に
止
ま
ら
ず
、
菌

類
文
化
史
を
以
て
代
序
と
し
、
更
に
同
氏
の
研
究
は
近
時
の
『
中
園

食
用
菌
百
科
』
(
一
九
九
三
〉
に
於
て
も
、

関
係
文
献
の
解
題
等
を
含

め
て
一
一
層
充
寅
し
た
内
容
と
な
っ
て
お
り
、
概
述
乍
ら
利
用
債
値
の

亀

田

手日

官
同
い
酷
訂
作
が
出
現
し
て
い
る
。
そ
の
先
騒
的
な
業
績
に
は
、
班
書
関

(
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「
関
子
芝
草
的
考
誇
」
(
一
九
三
八
〉
や
劉
波
「
我
園
古
籍
中
閥
子
菌
類

的
記
述
一
ハ
一
九
五
八
〉
及
び
「
中
園
古
代
関
子
菌
類
知
識
輿
利
用
的

初
歩
探
討
」
ハ
同
)
と
い
っ
た
論
考
が
拳
げ
ら
れ
る
が
、
彼
土
の
菌
類

研
究
史
は
悠
遠
で
あ
っ
て
、
古
来
縫
績
的
に
行
わ
れ
た
皐
術
的
管
篤

は
九
そ
四
系
統
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
一
に
は
、
純
粋
に
儒
撃
的
分
野
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
あ
る
。

そ
れ
は
経
典
解
緯
に
於
け
る
註
疏
家
の
訓
詰
名
物
事
的
研
究
で
あ
っ

て
、
こ
の
分
野
は
清
疏
の
考
詮
撃
的
成
果
を
そ
の
頂
黙
と
す
る
が
、

蛍
然
漢
六
朝
の
蓄
註
や
正
義
の
菌
類
認
識
も
範
騰
に
属
す
。
経
事
波



は
『
爾
雅
』
の
権
威
を
侵
す
こ
と
を
た
め
ら
う
係
り
士
口
籍
中
の
知
的

遊
戯
の
域
を
脱
却
で
き
ず
、
「
も
の
」
と
し
て
の
認
識
論
に
到
達
す

〔

4
〉

る
こ
と
な
く
、
単
に
「
知
る
L

撃
問
と
し
て
終
始
し
た
。
勿
論
そ
の

開
に
設
展
が
な
か
っ
た
と
言
う
つ
も
り
は
な
い
。
耳
目
の
郭
撲
を
は
じ

め

明
清
の
方
以
智
、

都
訟
行
と
い
っ
た
事
者
達
の
著
述
態
度
に

は
、
近
代
科
事
の
蔚
芽
た
る
自
己
の
自
に
よ
る
物
象
の
審
定
作
業
が

準
み
、
童
回
程
周
波
か
ら
脱
却
し
て
、
行
動
的
な
野
外
汲
へ
の
繁
化
が
認

め
ら
れ
は
す
る
が
、
多
く
の
場
合
、
定
着
し
た
訓
話
方
法
は
ス
ト
イ

ヅ
グ
な
ま
で
に
随
守
さ
れ
、
見
聞
の
撃
を
開
陳
す
る
徐
裕
は
輿
え
ら

れ
ぬ
ま
ま
経
撃
者
を
自
縄
自
縛
の
中
に
、
時
代
か
ら
置
き
去
り
に
し

て
い
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
第
二
に
、
最
終
的
に
は
道
教
に
枚
数
し
て

い
く
呪
術
宗
教
的
方
面
か
ら
の
考
究
が
潟
さ
れ
て
お
り
、
一
柳
仙
設
の

彊
芝
や
識
緯
符
瑞
読
に
現
れ
た
芝
瑞
が
指
摘
で
き
る
。
第
三
に
は
薬

物
と
し
て
の
利
用
を
企
画
し
た
グ
ル
ー
プ
が
あ
っ
た
。
今
日
の
菌
類

研
究
の
一
方
の
柱
幹
た
る
分
野
の
淵
源
で
あ
る
本
草
波
が
こ
れ
に
該

嘗
す
る
。
周
知
の
如
く
紳
仙
家
に
あ
っ
て
も
服
餌
は
重
要
な
昇
仙
手

段
と
位
置
附
け
ら
れ
て
い
た
か
ら
、
前
項
の
分
野
と
不
可
分
な
つ
な

が
り
を
持
つ
。
そ
う
し
て
第
四
に
、
叉
こ
の
方
商
の
出
自
と
て
も
多

オ
カ
ル
テ
イ
ズ
ム
よ
り
見
た
中
園
の
服
芝
行
筋
に
就
い
て

分
に
養
生
や
服
餌
と
関
わ
っ
て
い
る
故
上
記
の
道
教
的
分
野
と
関
連

し
よ
う
が
、
烹
厨
の
書
は
古
く
濁
立
し
て
食
味
、
食
材
の
追
求
に
情

熱
を
燃
や
し
た
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
、
別
に
一
波
を
立
て
る
べ
き
で

あ
ろ
う
。
以
上
の
四
波
を
本
論
で
は
便
宜
上
、
ハ
門
経
事
波
、
同
仙
道

波
、
伺
本
草
波
、
帥
烹
佐
渡
と
稀
し
て
お
く
。

さ
て
時
と
共
に
そ
の
狭
隆
な
文
献
世
界
に
寵
鳥
と
化
し
た
経
撃
波

に
胤
到
し
て
、
自
由
閥
達
に
フ
ィ
ー
ル
ド
に
飛
び
出
し
た
本
草
家
蓬

は
、
李
時
珍
の
考
詮
ス
タ
イ
ル
を
見
て
も
解
る
よ
う
に
、
古
典
籍
中

の
虚
想
を
排
せ
ん
と
心
が
け
た
。
そ
れ
は
紳
農
の
鵡
鞭
・
嘗
百
草
の

停
設
に
照
ら
し
て
も
、
こ
の
波
に
宿
命
的
な
方
法
論
で
あ
っ
た
。
薬

察徴
ぶ奨
り理
f'i f土
呉国
iこよ
周り
到、

で姿
あ態
る、
。色

そ彩
の
方採
法取
地
態等
度に
は言
経及
墜す
波る
に生

学費

れ
ば
徐
程
科
準
的
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
し
か
し
、
十
分
に
注
意
を

携
わ
ね
ば
惑
わ
さ
れ
る
雑
駁
た
る
内
容
を
含
み
、
そ
こ
よ
り
相
醤
な

不
純
物
を
除
去
し
な
い
限
り
は
、
今
日
的
立
場
で
の
菌
類
撃
的
真
理

は
導
き
出
せ
な
い
。
こ
の
近
代
科
撃
的
認
識
論
の
域
に
達
す
る
震
に

漉
遇
さ
れ
る
べ
き
部
分
こ
そ
が
、
本
論
に
言
う
所
の
オ
カ
ル
テ
ィ
ズ

ム
的
考
察
の
刑
判
象
と
し
て
掬
吸
さ
れ
る
膏
液
な
の
で
あ
る
。
紳
仙
家



オ
カ
ル
テ
イ
ズ
ム
よ
り
見
た
中
園
の
服
芝
行
震
に
就
い
て

十
忍
統
は
経
撃
波
と
は
異
な
り

り
、
こ
れ
を
服
芝
訟
と
し
て
結
賞
さ
せ
得
た
の
で
あ
っ
た
。
本
論
は

前
述
の
四
涯
の
中
、
濃
密
に
オ
カ
ル
テ
イ
ズ
ム
的
領
域
を
包
含
す
る

仙
道
及
び
本
草
爾
涯
の
唱
導
し
た
服
芝
説
に
於
て
、
催
幻
魔
性
菌
類

の
摂
食
が
、
そ
の
理
論
形
成
に
深
く
関
興
し
て
い
た
こ
と
を
究
明
せ

菌
類
の
特
殊
な
利
用
僚
値
を
探

ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

)
 
-(
 
神
仙
方
術
家
に
於
け
る
服
芝
振
の
存
在

芝
菌
を
神
秘
的
な
植
物
と
し
て
捉
え
、

『
設
文
』
に
「
芝
は
紳
草
な
り
。
」
と
記
す
こ
と
か
ら
導
け
る
が
、
そ

紳
聖
観
す
る
感
情
は
、

れ
が
何
如
な
る
黙
に
基
い
て
観
念
形
成
さ
れ
た
か
は
、
な
お
不
明
で

あ
る
。
後
世
こ
れ
を
郭
撲
の
如
く
に
休
鮮
の
瑞
草
と
解
掴
押
す
る
者
の

あ
る
こ
と
で
、
議
緯
阻
干
設
と
の
接
近
が
指
摘
で
き
よ
う
し
、
叉
「
一
柳

農
本
草
経
』
の
上
薬
六
芝
に
見
る
通
り
、
紳
仙
設
と
の
閥
係
も
密
接

で
あ
る
。
『
史
記
』

-1」
+I
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l
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皇
帝
が
方
土
を
汲
遺
し
て
芝
薬
を
求
め

さ
ぜ
た
事
寅
(
始
皇
本
紀
、
封
輝
書
〉
が
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、

末
か
ら
秦
代
に
活
躍
し
た
不
老
長
生
を
説
く
燕
旗
門
の
方
士
の
中
に
芝

菌
服
餌
波
と
で
も
稀
す
べ
き
集
圏
が
あ
り
、
彼
等
を
核
に
服
芝
成
仙
戦
園

思
想
が
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
こ
と
を
示
す

の
が
『
漢
書
』
議
文
志
、
神
仙
家
の
僚
に
著
録
す
る
『
寅
一
帝
一
雑
子
芝

菌
』
十
八
巻
な
る
書
の
存
在
で
あ
る
。
師
士
口
注
に
「
芝
菌
を
服
餌
す

服
芝
の
賞
践
手
引
書
で
あ
っ
た

こる
との
が法
知な
らり
れ」。

るτと
刀て

す

と
で

園
』
が
あ
り
、

叉
『
惰
書
』
経
籍
志
、

守
芝
草
園
』
及
び
『
種
目
脚
芝
』
を
見
る
。

『
種
芝
経
』
と
『
芝
草

五
行
家
に
も
『
芝
英

融
酉
家
に

『
新
唐
室
田
』
義
文
士
山
に
は
、

時
酉
術
類
に
の
み

園
』
が
翠
、
か
つ
て
お
り
、
唐
代
あ
た
り
に
は
芝
菌
管
理
者
に
若
干
の

融
問
化
の
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

か
と
言
っ
て
こ
の
閃
に
紳
仙
服
芝

波
が
衰
退
し
た
と
は
考
え
に
く
く
、
警
察
汲
と
て
臨
床
治
験
的
数
果

を
十
分
に
認
識
し
た
上
で
の
用
禁
な
ど
で
は
な
く
、
盲
信
さ
れ
績
け

る
仙
薬
債
値
を
受
容
し
つ
つ
の
、
言
わ
ば
同
能
異
種
的
な
脱
皮
作
用

に
他
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
う
い
う
朕
況
を
可
能
に
し
た
の

は
、
仙
道
菌
類
撃
的
知
識
の
集
大
成
書
と
も
稀
す
べ
き
『
抱
朴
子
』

の
権
威
的
性
格
で
あ
っ
た
。
こ
の
書
の
登
場
に
よ
っ
て
、
中
世
の
紳

仙
方
術
界
に
於
て
は
、
服
芝
成
仙
法
が
昇
仙
の
震
の
重
要
な
プ
ロ
セ

ス
と
し
て
篠
件
化
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

以
上
は
、
こ
れ
ま
で
一
般
的
に
解
穣
提
示
さ
れ
た
菌
類
認
識
の
範



圏
内
で
の
考
察
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
こ
う
い
っ
た
服
芝
と
い
う
行
震

の
解
懇
は
、
表
層
的
な
も
の
に
過
ぎ
ず
、
国
民
に
菌
類
の
特
性
を
考
慮

し
た
上
で
の
導
論
と
は
看
倣
し
難
く
、
そ
の
紳
秘
性
の
来
由
に
ま
で

踏
み
込
む
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

ω
南
中
闘
に
於
け
る
毒
菌
栽
培
の
事
例

服
芝
読
は
そ
の
前
提
と
し
て
、
食
菌
の
習
慣
の
存
在
を
一
不
す
も
の

で
あ
る
。
先
秦
文
献
で
は
、
『
強
記
』
内
則
の
芝
桶
、
『
周
櫨
』
天

官
、
臨
人
に
見
る
深
務
、
更
に
は
『
呂
覧
』
本
味
篇
の
越
駒
田
の
菌
、

(
6
)
 

と
い
っ
た
一
一
一
僚
の
食
菌
記
事
が
確
認
で
き
る
σ

し
か
も
、
揚
子
江
流

域
で
は
新
石
器
時
代
に
於
て
す
ら
既
に
大
量
の
菌
類
の
採
食
が
行
な

わ
れ
て
い
た
と
報
告
さ
れ
る
の
で
あ
一
句
き
れ
ば
こ
そ
こ
れ
と
表
裏

の
関
係
に
あ
る
毒
菌
の
記
事
も
随
分
と
残
る
こ
と
に
な
っ
た
。
古
方

波
の
醤
書
と
し
て
著
名
な
漢
・
張
機
『
金
匿
要
略
方
論
』
巻
下
に
、

外
見
よ
り
の
毒
菌
識
別
法
が
述
べ
ら
れ
、
又
諸
菌
中
毒
者
に
劃
し
て

は
、
吐
潟
法
を
主
に
し
た
解
毒
法
が
出
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
毒
は
、

往
々
蛇
毒
の
凝
結
し
た
も
の
と
解
説
さ
れ
た
が
、
中
に
は
意
間
的
に

毒
菌
を
栽
培
し
て
い
た
と
い
う
事
例
も
見
つ
か
る
の
で
あ
る
。
宋

オ
カ
ル
テ
イ
ズ
ム
よ
り
見
た
中
園
の
服
芝
行
潟
に
就
い
て

李
石
『
積
博
物
士
山
』
巻
六
に
は
、
殺
人
用
の
毒
菌
パ
ウ
ダ
ー
の
製
造

法
が
衣
の
如
く
に
記
さ
れ
て
い
る
。

二
庚
に
草
有
り
。
名
は
胡
蔓
。
念
水
を
以
て
之
を
呑
め
ば
即
死

し
、
慢
水
な
れ
ば
即
ち
緩
死
す
。
毒
蛇
を
取
り
て
之
を
殺
し
、

此
の
草
を
以
て
之
を
覆
ひ
、
水
を
漉
が
ば
、
菌
、
其
の
上
に
生

じ
、
末
と
し
て
毒
薬
と
矯
せ
ば
人
を
殺
す
。

こ
の
記
載
は
、
明
ら
か
に
神
仙
服
芝
波
と
は
別
に
、
毒
物
と
し
て
芝

菌
の
あ
る
種
類
を
取
り
扱
う
専
家
の
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ

る
。
衣
の
『
朝
野
余
載
』
(
庚
記
一
三
O
〉
に
見
え
る
事
例
も
こ
の
こ

と
を
裏
付
け
て
い
る
。

嶺
南
の
風
俗
、
多
く
毒
薬
を
潟
す
。
老
奴
を
し
て
冶
葛
を
食
ら

は
し
て
死
せ
し
め
て
之
を
埋
む
。
土
堆
上
に
菌
子
を
生
。
す
。
其

の
正
に
腹
上
に
嘗
る
も
の
を
ば
、
之
を
食
ら
へ
ば
立
ち
ど
こ
ろ

に
死
し
、
手
足
額
上
に
生
ぜ
し
者
は
蛍
日
死
し
、
努
ら
に
自
ら

外
れ
し
者
は
、
数
日
に
し
て
死
し
、
漸
速
な
る
者
は
或
ひ
は
一

月
雨
月
に
し
て
、
全
遠
な
る
者
は
或
ひ
は
二
年
三
年
に
し
て
活

者
を
得
る
こ
と
無
し
。
惟
だ
陳
懐
卿
が
家
の
努
の
み
能
く
之
を

解
く
。
或
ひ
は
菌
薬
を
以
て
馬
鞭
頭
に
塗
る
有
り
。
馬
、
控
上



オ
カ
ル
テ
イ
ズ
ム
よ
り
見
た
中
園
の
服
芝
行
潟
に
就
い
て

す
る
に
、
燐
ひ
て
手
に
著
か
ば
卸
ち
毒
せ
ら
れ
、
拭
ひ
て
口
に

上
記
の
二
例
に
は
、
共
通
し
て
即
時
、
緩
慢
雨
様
の
毒
殺
法
が
詳
細

に
一
不
さ
れ
て
お
り
、
と
て
も
短
期
間
の
速
成
法
と
は
考
え
難
く
、
用

毒
の
専
門
家
が
あ
り
、
自
然
毒
の
供
給
と
管
掌
を
何
世
代
に
も
渡
つ

で
家
皐
と
し
て
継
承
す
る
家
系
な
り
、
集
圏
な
り
が
存
在
し
た
も
の

著
か
ば
即
ち
死
す
。

と
思
わ
れ
る
。
毒
物
へ
の
関
輿
と
言
え
ば
、
守
左
侍
』
悲
三
十
二
年

及
び
億
三
十
年
の
例
か
ら
も
亙
醤
が
有
力
で
あ
る
。
た
だ
そ
の
殆
ん

ど
は
南
地
産
の
散
毒
で
あ
り
、
楚
地
の
亙
祝
と
の
関
係
を
見
る
の
は

容
易
だ
が
、
中
原
先
進
文
化
圏
に
停
播
し
て
の
管
掌
者
に
就
い
て
は

果
た
し
て
亙
祝
と
考
え
る
べ
き
か
ど
う
か
。

ひ
と
つ
興
味
深
い
こ
と

は
、
『
左
停
』
を
見
る
と
春
秋
期
に
は
膳
夫
や
厨
人
と
い
う
寅
質
上

の
食
物
管
理
者
連
が
異
常
な
ま
で
に
権
力
へ
接
近
し
て
い
る
事
責

で
、
こ
れ
は
食
穫
に
よ
る
掌
食
集
圏
で
あ
っ
た
儒
と
の
何
等
か
の
確

執
の
存
在
を
議
想
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
筆
者
は
春
秋
か
ら
戦
闘
に

か
け
て
〈
食
〉
を
管
掌
す
る
集
圏
の
新
奮
勢
力
の
交
替
が
あ
っ
た
と

見
て
お
り
、
そ
う
い
う
掌
食
者
集
圏
の
構
造
的
獲
化
が
毒
を
扱
う
グ

ル
ー
プ
を
も
巻
き
込
ん
で
展
開
し
た
と
考
え
る
の
だ
が
、
今
そ
れ
以

四

上
を
述
べ
る
朕
況
に
な
い
。

い
ず
れ
別
の
機
舎
に
論
じ
て
み
た
い
。

な
お
『
異
苑
』
巻
一
(
御
覧
九
九
八
〉
に
も
、
「
交
州
の
諸
郡
に

菌
有
り
。
棄
を
以
て
人
躯
に
塗
れ
ば
、
使
ち
拳
僅
に
菌
生
ず
。
生
ず

る
こ
と
慨
に
遍
く
ん
ば
、
便
ち
朽
醐
酬
を
就
し
、
肌
肉
治
腐
す
。
」
と

類
話
が
あ
り
、
南
中
園
で
の
毒
菌
知
識
は
相
営
の
高
水
準
が
維
持
さ

れ
、
睡
眠
系
化
も
進
ん
で
い
た
よ
う
に
見
受
け
る
の
で
あ
る
。

(3) 

『
楚
辞
』
山
鬼
の
〈
三
秀
〉
の
解
調
停

前
節
に
も
記
し
た
よ
う
に
、

元
来
、
こ
の
よ
う
な
毒
物
を
含
む
諸

繋
に
劃
し
て
、
知
識
や
技
術
を
豊
富
に
保
持
し
て
い
た
の
は
、
古
代

の
亙
祝
達
で
あ
っ
た
。
今
日
の
研
究
に
よ
り
、
そ
の
系
統
の
出
自
と

さ
れ
る
『
山
海
経
』
の
書
に
は
、
先
に
述
べ
た
貌
音
か
ら
唐
代
に
か

け
て
高
度
に
専
門
化
す
る
以
前
の
素
朴
な
使
用
例
と
し
て
、
鼠
や
魚

に
毒
性
を
護
揮
す
る
草
木
が
記
さ
れ
、
叉
、
中
山
経
、
鼓
鍾
の
山
に

は
解
毒
成
分
を
含
む
鴬
酸
と
い
う
草
や
、

同
経
の
曹
長
山
に
は
桂
竹

が
、
「
甚
だ
毒
あ
り
、
人
を
傷
ひ
て
死
す
。
」
と
記
さ
れ
る
こ
と
で
、

毒
草
と
亙
術
が
深
い
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
が
詮
開
閉
さ
れ
る
。

叉
、
亙
祝
文
事
を
代
表
す
る
『
楚
僻
』
に
は
、
降
紳
や
昇
天
の
儀



穫
を
執
行
す
る
際
に
、
『
山
海
経
』
と
同
一
の
呑
草
を
用
い
て
の
放

湾
行
震
が
確
認
で
き
る
が
、
菌
類
を
利
用
し
た
亙
儀
の
有
無
に
就
い

て
は
、
「
九
歌
L

中
の
山
鬼
に
於
て
、
次
の
一
節
と
の
関
連
を
指
摘

し
た
い
と
思
う
の
で
あ
る
。

秀
を
山
開
に
采
れ
ば

石
沼
田
混
と
し
て
葛
蔓
蔓
た
り
。

公
子
を
怨
ん
で
慢
と
し
て
蹄
る
を
忘
る
。

君
我
を
思
ひ
て
闘
を
得
ず
。

主
逸
は
「
三
秀
と
は
、

芝
草
を
謂
ふ
な
り
。
」

と
注
す
る
。
九
歌
そ

れ
白
幽
胞
は
、
紳
々
へ
の
聖
な
る
求
愛
を
表
現
し
た
内
容
と
考
え
ら
れ

よ
う
が
、
そ
の
組
問
象
た
る
山
鬼
の
寅
態
は
、
未
だ
定
設
を
見
る
ま
で

に
至
っ
て
い
な
い
。
諸
説
中
、
一
九
三
六
年
に
孫
作
雲
に
よ
り
出
さ

れ
た
亙
山
紳
女
設
は
、
事
界
に
新
風
を
吹
き
込
み
、

沫
若
か
ら
も
支
持
を
得
、

開
一
多
や
郭

特
に
郭
氏
は
、
「
采
三
秀
令
於
山
閃
」

「
於
」
を
「
亙
」
字
の
仮
借
と
し
て
、
山
鬼
を
以
て
亙
山
の
紳
女
停

(
8
)
 

読
系
統
に
属
す
る
神
霊
と
考
察
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
見
解
に
従

う
限
り
、
『
准
南
子
』
淑
員
訓
に

「
一
必
山
の
上
、

風
に
順
ひ
て
火
を

縦
て
ば
、
膏
夏
、
紫
芝
、
薦
文
と
倶
に
死
す
。
」
と
あ
る
こ
と
か
ら

オ
カ
ル
テ
イ
ズ
ム
よ
り
見
た
中
閣
の
服
芝
行
震
に
就
い
て

『
楚
僻
』
の
三
秀
は
こ
こ
の
紫
芝
と
重
な
る
こ
と
に
な
る
。
叉
、
『
山

海
経
』
中
山
経
に
記
さ
れ
る
姑
瑠
の
山
に
は
、
「
一
帝
女
、
鴬
に
死
す
。

其
の
名
を
女
戸
と
日
ひ
、
化
し
て
蕃
草
と
鋳
る
。
其
の
葉
は
膏
成

其
の
華
は
黄
、

(
郭
注
目
葉
の
相
重
一
な
る
を
言
ふ
。
〉
、

其
の
寅
は
菟

丘
(
菟
糸
な
り
。
)

の
如
く
、
之
を
服
さ
ば
人
を
指
せ
し
む

(
人
の

愛
す
る
所
と
潟
る
。

す
る
植
物
が
『
文
選
』
の
江
流
「
別
賦
」
李
善
注
引
「
高
唐
賦
」

に
、
「
我
は
帝
の
季
女
、
名
は
洛
姫
、
未
だ
行
か
ず
し
て
亡
び
、

一
名
荒
夫
草
。
)
。
」

と
あ
り
、

こ
の
客
草
と
穏亙

山
の
蓋
に
封
ぜ
ら
れ
、
精
魂
は
草
と
潟
り
、
寅
は
霊
芝
と
震
る
。
L

に
一
致
す
る
の
で
、
や
は
り
三
秀
は
、
王
注
の
一
万
す
よ
う
に
芝
菌
を

一
言
う
こ
と
に
疑
い
は
な
い
と
さ
れ
る
。
明
・
楊
慎
『
山
海
経
補
注
』

も
、
『
楚
園
先
賢
停
』
を
引
い
て
、
同
様
に
荒
夫
草
を
霊
芝
の
類
で

あ
る
と
説
明
し
て
い
る
。

の

さ
て
で
は
、
果
た
し
て
こ
の
採
芝
行
潟
は
ど
の
よ
う
な
目
的
で
潟

芝
草
を
服

さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

主
逸
は
、
「
己
、

し
て
以
て
年
寄
を
延
ば
さ
ん
と
欲
す
る
を
畳
一
口
ふ
な
り
。
」
亙
税

者
自
身
の
服
餌
と
考
え
た
。
つ
ま
り
、
紳
々
の
世
界
に
共
に
遊
ぶ
震

に
は
不
死
た
る
こ
と
が
不
可
歓
で
あ
る
の
で
、
そ
の
俊
件
を
満
た
す

と

五



オ
カ
ル
テ
イ
ズ
ム
よ
り
見
た
中
園
の
服
芝
行
潟
に
就
い
て

震
の
採
芝
、
服
芝
で
あ
り
、
卸
ち
こ
れ
は
嘗
時
流
行
し
た
服
芝
成
仙

読
と
関
連
づ
け
て
解
稗
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。
同
じ
く
型
脱
が
採

芝
す
る
と
い
う
立
場
を
と
り
つ
つ
も
、
こ
れ
を
「
賂
に
以
て
瀞
に
謄

、
弁
』
、

自
食
で
は
な
く
一
種
の
供
僕
の
意
に
解
す
る
の

が
岡
松
婆
谷
(
『
楚
僻
考
』
)
で
あ
る
。

ら
ん
と
す
。
」

一
方
、
朱
烹
は
「
鬼
、
之
を

山
関
に
采
り
て
、
此
の
人
を
思
ひ
て
其
の
来
ら
ざ
る
を
怨
む
と
難

も
、
亦
た
其
の
我
を
恩
ひ
て
忘
る
る
こ
と
能
は
ざ
る
を
知
る
な
り
に

と
し
て
、
採
芝
の
行
信
用
者
を
山
鬼
と
見
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
訟

は
、
明
・
在
譲
『
楚
僻
集
解
』
に
も
踏
襲
さ
れ
、
「
〈
山
由
児
が
〉
一
一
一
秀

を
山
開
に
采
る
は
、
亦
た
芳
馨
を
折
り
て
以
て
思
ふ
所
の
意
を
遺
る

な
り
。
」
と
、
よ
り
詳
説
さ
れ
る
。
卸
ち
、
芝
草
を
不
老
延
年
の
仙

輔
衆
と
見
ず
に
、
石
蘭
や
杜
衡
と
同
様
、
香
草
の
範
憶
に
属
す
る
植
物

と
捉
え
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
今
、
こ
れ
ら
一
々
を
検
討
す
る
徐

裕
が
な
い
け
れ
ど
も
、
そ
れ
に
代
え
て
新
し
い
解
穆
の
若
干
を
提
示

一
脚
話
撃
者
の
実
珂
の
考
詮
で
は
、
『
山
海
経
』
中

山
経
の
青
要
の
山
に
住
む
魁
武
羅
な
る
紳
女
を
、
『
楚
辞
』
の
山
鬼

タ
イ
プ
の
女
神
と
断
じ
て
、
そ
こ
に
生
ず
る
荷
車
を
服
す
る
と
美
人

に
な
る
と
い
う
記
載
に
注
目
し
、
こ
れ
は
山
鬼
が
三
秀
を
採
る
の
と

し
て
補
い
た
い
。

」ー，、

全
く
同
義
で
、

い
づ
れ
も
芳
さ
と
美
貌
を
保
つ
、
不
老
回
春
数
来
の

あ
る
霊
草
で
あ
り
、
一
脚
女
は
か
か
る
植
物
を
常
食
す
る
と
い
う
考
え

が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
た
だ
こ
れ
を
見
る
と
、
や
は
り
漢
代
以
後
に

完
備
さ
れ
て
く
る
服
芝
設
に
影
響
さ
れ
て
の
意
見
で
あ
り
、
王
逸
以

来
の
系
譜
に
連
な
る
解
樫
で
、
そ
の
基
層
に
潜
む
先
秦
期
の
芝
菌
観

の
把
捉
に
ま
で
は
到
達
し
得
ず
に
終
っ
て
い
る
。
そ
の
殿
、
李
金
錫

ラ
グ
・
マ
ク
タ
タ

の
融
問
愛
亙
術
設
は
興
味
深
い
。
神
霊
に
刑
判
す
る
失
時
憾
の
心
理
的
葛
藤

が
、
「
石
蕩
震
と
し
て
、
葛
蔓
蔓
た
り
。
」
の
メ
タ
フ
ァ
ー
で
あ
り
、

女
神
と
の
簸
愛
の
成
就
を
期
す
る
震
の
煽
薬
と
し
て
芝
菌
は
登
場
す

る
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
で
も
な
お
こ
の
解
穆
は
、
些
一

か
ア
ブ
ロ
デ
ィ
ト
ロ
ジ
l
的
な
立
場
に
固
執
す
る
徐
り
、
重
要
な
一

黙
を
見
落
と
し
て
了
っ
て
い
る
。
寧
ろ
こ
こ
は
、
決
の
『
渚
宮
畜

事
』
巻
三
引
『
裏
陽
番
奮
停
』
の
記
述
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

L、。

精
魂
は
草
と
矯
り
、
摘
ん
で
は
芝
と
鋳
る
。
娼
に
し
て
、
服
さ

ば
則
ち
興
に
夢
期
せ
し
む
。

「
夢
期
」

と
は
、

思
い
を
寄
せ
る
相
手
に
夢
を
媒
介
と
し
て
接
備
が

叶
う
と
い
う
表
現
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
こ
こ
に
菌
類
の
有
す
る
叉
別



方
向
の
特
性
で
あ
る
、
陶
酔
性
及
び
幻
魔
性
と
い
っ
た
精
神
祭
容
作

用
が
認
知
さ
れ
、
密
か
に
利
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る

の
で
あ
る
。
郭
撲
に
端
を
裂
し
た
芝
菌
煽
築
設
の
根
幹
に
は
、
芝
草

を
催
幻
魔
性
の
植
物
と
し
て
位
置
づ
け
る
星
術
的
愛
想
が
潜
在
し
て

い
た
の
で
あ
る
。
柄
拘
と
い
う
行
震
に
は
、
古
く
相
手
の
感
鹿
児
を
奪

ぃ
、
身
心
耗
弱
の
朕
態
を
来
さ
し
め
る
と
い
う
内
容
が
含
ま
れ
て
お

り
、
そ
れ
を
詮
明
す
る
も
の
が
『
周
櫨
』
内
宰
の
頁
疏
に
あ
る
。

相
畑
道
と
は
、
妖
邪
亙
且
践
を
謂
ふ
。
自
ら
街
婚
す
る
を
以
つ
て
の

故
な
り
。

漢
胡
引
に
流
行
を
見
た
呪
殺
法
の
忍
盛
術
は
、
こ
れ
に
一
亦
す
通
り
、
頻

道
と
も
呼
ば
れ
、
街
娘
、
郎
ち
被
施
術
者
が
意
識
障
害
を
蒙
り
、
一

切
の
意
志
、
行
動
の
自
由
を
奪
わ
れ
て
、
施
術
者
に
統
御
さ
れ
る

吠
況
と
な
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
『
山
海
経
L

に
あ
る
「
人
を
婚

す
。
」
と
い
う
記
述
も
、
始
源
的
に
は
郭
撲
の
考
え
る
如
き
催
淫
性

の
煽
描
操
作
用
に
結
合
す
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
は
幻
魔
・
妄
想
鰹

験
に
よ
る
、
被
暗
一
ホ
紋
態
の
充
準
を
促
す
薬
物
で
あ
っ
た
こ
と
を
提

に
あ
る
採
芝
行
震
も
、

幻
血
見
渡

示
し
た
も
の
と
思
わ
れ
、
『
楚
僻
』

動
性
菌
類
を
使
用
し
て
ト
ラ
ン
ス
吠
態
と
な
り
、
山
鬼
女
神
と
の
交

オ
カ
ル
テ
イ
ズ
ム
よ
り
見
た
中
園
の
服
芝
行
震
に
就
い
て

感
に
よ
る
精
神
的
至
幸
健
験
を
希
求
せ
ん
と
し
た
も
の
で
は
な
か
っ

た
ろ
う
か
。

「
抱
朴
子
』
に
現
れ
た
服
芝
見
鬼
論

芝
菌
に
就
い
て
、
最
も
詳
細
に
分
析
を
加
え
、
高
次
な
理
論
を
展

開
し
た
の
は
、
紳
仙
家
の
立
場
よ
り
記
さ
れ
た
『
抱
朴
子
』
内
篇
で

(4) 

あ
っ
た
。

巻
十
一
仙
薬
の
首
に
、

先
行
す
る

『
一
脚
農
四
経
」
及
び

『
孝
経
援
紳
契
』
を
引
用
し
て
、
五
芝
よ
り
以
下
の
諸
芝
を
重
視
す

る
主
張
を
一
貫
し
て
示
し
、
古
来
俸
承
さ
れ
て
き
た
服
芝
に
よ
る
飛

行
長
生
の
設
を
全
面
的
に
支
持
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
う
は

言
う
も
の
の
、
不
死
成
仙
の
最
高
法
た
る
は
あ
く
ま
で
九
蒋
還
丹
、

太
乙
金
液
と
い
っ
た
外
丹
黄
白
術
で
あ
っ
て
、
鍍
物
性
の
諸
繋
が
、

天
然
草
木
薬
の
上
位
に
置
か
れ
る
。
そ
こ
に
葛
洪
の
芝
菌
観
の
特
色

が
あ
る
。
「
玉
有
る
の
山
に
生
じ
、
常
に
懸
危
の
慮
に
居
り
、
玉
膏

流
出
し
て
、
寓
年
以
上
な
れ
ば
、
則
ち
凝
り
て
芝
と
成
る
よ
と
、

玉
脂
芝
の
設
明
に
あ
る
が
如
く
、
地
中
に
埋
伏
す
る
成
仙
の
秘
薬
た

る
雄
賞
、
丹
砂
、
雲
母
が
地
上
に
穎
在
化
し
た
も
の
が
芝
菌
で
あ
る

(
U
)
 

と
い
う
基
本
認
識
が
遁
底
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
考
え
方
は
、
蕩
氏

七



オ
カ
ル
テ
イ
ズ
ム
よ
り
見
た
中
園
の
阪
芝
行
震
に
就
い
て

選
波
濁
自
の
合
理
的
解
穣
な
の
だ
ろ
う
が
、
本
書
の
性
質
に
は
、
庚

く
既
存
の
民
開
度
術
を
も
撮
取
し
た
形
跡
が
随
所
に
う
か
が
わ
れ
、

決
し
て
高
度
に
象
徴
化
さ
れ
た
方
術
理
論
の
み
が
展
開
さ
れ
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
例
と
し
て
、
決
の
三
芝
の
記
載
を
引
用
し
た

、LV
O
青
雲
芝
は
名
山
の
陰
、
大
青
石
の
開
に
生
ず
。
車
円
蓋
三
重
、
上

に
雲
気
の
之
を
覆
ふ
有
り
。
味
は
辛
に
し
て
甘
、
陰
乾
を
以
て

之
を
食
さ
ば
、
人
を
し
て
蕎
千
歳
に
し
て
不
老
、
能
く
雲
に
乗

り
て
天
に
通
じ
、
鬼
紳
を
見
し
む
。

O
蒼
山
の
琴
石
の
中
の
赤
雲
芝
は
、
獄
、
人
竪
の
如
く
、
竪
は
蓮

鼓
の
如
し
。

其
の
色
は
津
あ
る
が
如
し
。

夏
を
以
て
之
を
採

り
、
陰
乾
し
て
之
を
食
さ
ば
、
人
を
し
て
雲
に
乗
り
、
能
く
天

に
上
り
て
八
極
を
観
見
し
、
通
じ
て
神
明
を
見
、
延
蕎
寓
年
な

ら
し
む
。

O
鬼
芝
は
、
主
円
蓋
長
玄
、
陰
乾
し
て
之
を
屑
と
し
、
日
に
五
合
を

食
さ
ば
、
紳
明
を
所
見
し
、
人
を
し
て
長
生
な
ら
し
む
。

以
上
の
各
燦
は
、
『
義
文
類
家
』
巻
九
八
に
、
『
抱
朴
子
」
の
文
と
し

て
引
用
さ
れ
た
も
の
で

王
明
の
『
抱
朴
子
内
篇
校
四
押
』
に
付
さ
れ

/¥ 

た
案
語
で
は
、
仙
輔
衆
篇
の
佐
訳
文
と
さ
れ
る
。
現
行
本
仙
薬
篇
の
記
述

に
比
較
す
る
と
や
や
簡
略
の
よ
う
で
、
寧
ろ
道
裁
に
枚
め
る
『
太
上

霊
賓
芝
草
品
』
の
文
章
の
方
に
よ
く
似
て
い
る
。
た
だ
残
念
乍
ら
そ

ち
ら
に
は
、
見
鬼
の
放
能
を
示
す
種
類
は
あ
事
か
っ
て
い
な
い
。
長
生

延
年
に
加
え
て
、
神
霊
へ
の
接
燭
が
可
能
と
な
る
数
果
が
明
記
さ
れ

て
い
る
こ
と
は
、
先
述
の
『
楚
辞
』
の
三
秀
が
車
に
不
死
の
震
草
で

あ
る
が
震
に
、
亙
祝
に
採
取
さ
れ
る
と
い
う
解
穣
に
止
ま
ら
ず
、
そ

れ
が
耐
震
世
界
と
の
媒
介
者
に
と
っ
て
、
鬼
神
の
姿
を
顕
現
化
す
る

の
に
必
須
の
幻
盟
国
議
動
剤
で
あ
っ
た
と
見
る
、
筆
者
の
所
論
に
一
つ

の
論
擦
を
輿
え
て
く
れ
よ
う
。
雲
雨
に
阻
ま
れ
て
見
る
こ
と
の
困
難

行で
震あ
t土つ
、た

明山
ら鬼
か女
に紳
E区の
術艶
の姿
域を
に繋
属物
しを
た使
呪用
術し
宗て
数観
的相
リせ
アん
リと
ズす
ムる

の
世
界
に
他
な
ら
ず
、
古
代
中
園
人
が
、
超
自
然
的
世
界
と
の
交
流

に
際
し
て
、
芝
菌
を
利
用
し
て
い
た
こ
と
の
例
設
と
し
て
扱
う
こ
と

が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
れ
は
叉
次
の
こ
と
か
ら
も
首
肯
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
同

じ
く
件
伏
文
と
し
て
見
え
る
、
赤
松
子
が
服
餌
し
た
と
侍
え
る
火
芝
の

薬
徴
を
、
「
風
に
随
ひ
て
上
下
し
、
東
西
を
往
来
す
。
」
と
し
、
或
い



は
人
身
の
夜
光
を
言
い
、

五
色
の
光
明
と
ま
で
記
し
て
い
る
。
こ
れ

ら
全
て
を
車
純
に
服
芝
成
仙
の
理
論
と
結
び
つ
け
て
考
え
る
の
は
危

険
で
あ
る
。
一
神
仙
家
に
行
な
わ
れ
た
白
日
昇
天
の
観
念
は
、
鮮
烈
な

色
彩
幻
魔
を
端
技
生
さ
せ
た
り
、
異
常
な
空
開
認
識
を
も
た
ら
す
と
さ

れ
る
、
あ
る
種
の
催
幻
魔
性
菌
類
が
深
く
関
わ
っ
て
形
成
さ
れ
た
も

の
と
見
る
こ
と
が
で
き
そ
う
で
あ
る
。

漢
代
で
は
亙
と
本
草
家
、
方
士
と
い
っ
た
特
殊
職
能
者
集
圏
が
混

然
と
な
っ
て
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
大
形
徹
の
指
摘
す
る
通
り

で、

従
っ
て
紳
仙
家
に
於
け
る
成
仙
昇
天
の
理
論
形
成
に
際
し
て

は
、
一
必
術
か
ら
の
薬
物
知
識
が
随
分
と
摂
取
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
ざ

る
を
得
な
い
。
張
衡
の
「
思
玄
賦
」
(
『
文
選
』
巻
八
〉
に
は
、
石
菌
の

服
用
に
よ
る
昇
仙
鰻
験
が
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
は
U

上
口
、
既
に
士
口
に
し
て
、
悔
無
し
。
一
克
辰
を
筒
ん
で
、
倣
め
て
装

ふ
。
旦
に
像
、
清
原
に
泳
し
、
品
開
が
髪
を
朝
陽
に
瞬
か
す
。
飛

泉
の
涯
液
に
激
ぎ
、
石
商
の
流
英
を
阻
ふ
。
矧
と
し
て
鳥
の
ご

と
く
に
翠
が
り
、
魚
の
ご
と
く
に
躍
る
。
開
問
に
往
き
て
入
荒
に

走
ら
ん
と
す
。
少
臨
時
の
窮
野
を
過
ぎ
、
三
丘
に
句
芭
を
間
ふ
。

何
ぞ
員
選
の
淳
粋
な
る
。
措
慨
問
問
を
去
り
て
票
軽
な
り
。
蓬
莱
に

オ
カ
ル
テ
イ
ズ
ム
よ
り
見
た
中
園
の
服
芝
行
震
に
就
い
て

登
り
て
容
興
す
。
輩
、
芥
っ
と
雄
も
傾
か
ず
、
積
州
に
留
ま
り

て
芝
を
採
り
、
酬
明
且
く
長
生
を
楽
し
む
。

石
菌
は
、
『
抱
朴
子
』
云
う
所
の
石
芝
で
、
石
上
に
生
ず
る
霊
芝
を

指
し
て
い
る
。
こ
の
描
寓
は
、
催
幻
魔
性
物
質
を
含
有
す
る
菌
類
を

服
餌
し
て
の
擬
似
飛
空
燈
験
な
の
で
あ
り
、
恐
ら
く
そ
れ
は
後
漢
宮

廷
で
活
躍
し
た
亙
祝
や
方
士
の
執
行
し
た
脱
魂
儀
式
と
も
関
係
し
よ

う
。
そ
れ
は
、
宮
西
照
夫
の
「
幻
魔
剤
の
刺
激
に
よ
っ
て
起
こ
る
情

動
と
、
呪
術
師
の
訓
練
に
よ
っ
て
修
得
し
た
高
度
の
集
中
力
の
相
互

作
用
に
よ
っ
て
特
殊
な
精
神
朕
態
が
生
じ
、
自
我
境
界
が
消
失
し
宇

宙
融
合
境
地
に
入
る
。
そ
し
て
宇
宙
融
合
と
い
う
超
時
間
的
世
界
が

確
立
さ
れ
日
一
と
い
う
言
葉
に
集
約
さ
れ
る
、
媒
介
者
と
の
共
同
作

業
と
し
て
信
奉
さ
れ
た
あ
る
意
味
で
の
湾
化
儀
式
で
も
あ
っ
た
ろ

う

例
『
南
方
草
木
朕
』
の
〈
楓
人
〉

張
光
直
は
殿
代
の
シ
ャ

1
マ

γ
が
、
あ
る
種
の
植
物
や
飲
酒
に
よ

っ
て
ト
ラ
ン
ス
賦
態
を
惹
起
し
、
昇
天
・
降
神
の
祭
儀
を
行
な
っ
て

い
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
明
確
な
閥
係
資
料
が
見
つ
か
ら
ぬ
と
し

九



オ
カ
ル
テ
イ
ズ
ム
よ
り
見
た
中
図
の
服
芝
行
震
に
就
い
て

{
H
)
 

な
が
ら
も
、
肯
定
的
な
見
解
を
述
べ
て
い
る
。
こ
の
一
意
見
に
就
い
て

は
、
後
世
の
資
料
を
用
い
て
補
完
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
耳
目
・
稽
含

『
南
方
草
木
獄
』
谷
中
、
楓
人
の
僚
に
、

楓
人
。
五
嶺
の
問
、
楓
木
多
し
。
歳
久
し
け
れ
ば
則
ち
癌
痩
を

一
夕
、
暴
雷
風
雨
に
遇
ふ
。
其
の
樹
、
韓
民
暗
に
長
ず
る

生
ず
。
こ
と
三
五
尺
。
之
を
取
り
て
術
を
作
せ
ば
、
遜
一
柳
の
験
有
り
。

之
を
取
る
に
法
を
以
て
せ
ず
ん
ば
、
則
ち
能
く
化
し
去
る
。

と
あ
っ
て
、
越
地
方
の
一
血
統
は
こ
の
楓
人
な
る
も
の
を
使
用
し
て
、

入
亙
欺
態
に
至
っ
た
事
寅
が
確
認
さ
れ
る
。
つ
ま
り
越
市
血
は
、
鬼
神

や
霊
魂
と
の
交
渉
の
際
に
楓
人
の
有
す
る
何
等
か
の
作
用
に
依
存
し

て
い
た
の
で
あ
り
、
採
取
す
る
際
に
も
禁
忌
や
儀
穫
が
細
々
と
定
め

ら
れ
て
い
た
と
停
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
今
日
、
こ
の
楓
人
は
マ
ン

h
r尚
南

S
九
R
N

喜』
va
当
¥
。
、
苦
E
R
N
3
R
N

に
比
定
さ
れ
て
い
る

にがi5サ
It. ，~ク

い:t>¥.科
かにの
な示
いす
。諸

量豊
議事
告三
ハば

霊雲
間語
る今、ノ IVJ'
に要
はを
、も

量感
亙レ
ニな
て、し、

ぺ誇

之
を
取
り
紳
鬼
を
雌
刻
す
れ
ば
、
異
に
霊
験
を
致
す
。
」
と
あ
り
、
叉

『
十
道
記
』
(
同
〉
も
『
臨
川
記
』
を
引
い
て
、

に
は
人
の
姿
と
な
る
も
の
が
あ
り
、
伐
ろ
う
と
す
れ
ば
流
血
す
る
等

数
千
年
を
経
た
楓
樹

。

の
話
を
載
せ
、
こ
れ
を
楓
子
鬼
と
呼
ぶ
と
あ
る
。
然
る
に
『
朝
野
余

載
』
(
同
)
は
、
同
じ
楓
人
を
以
て
宛
か
も
芝
菌
の
如
き
も
の
を
想
定

さ
せ
る
記
述
を
残
し
て
、
次
の
よ
う
に
言
う
の
で
あ
る
。

江
東
・
江
西
の
山
中
に
楓
木
人
多
し
。
楓
樹
の
下
に
生
じ
、
人

形
に
似
た
り
。
長
さ
三
四
尺
。
夜
、
雷
雨
あ
れ
ば
、
即
ち
長
じ

て
樹
と
罫
し
。
人
を
見
れ
ば
即
ち
縮
み
て
蓄
に
依
る
。
曾
て
人

の
笠
を
首
に
合
は
す
る
者
有
り
。
明
日
看
る
に
、
笠
子
、
桂
か

り
て
樹
頭
の
上
に
在
り
。
皐
時
、
雨
ふ
ら
ん
と
欲
せ
ば
、
竹
を

以
て
其
の
頭
を
束
ね
、
之
を
放
へ
ば
即
ち
雨
ふ
る
。
人
取
り
て

以
て
式
盤
と
矯
さ
ば
極
め
て
神
験
あ
り
。
楓
木
築
地
と
は
是
れ

な
り
。

こ
こ
に
い
う
楓
人
は
、
『
抱
朴
子
』
仙
薬
の
五
芝
分
類
の
中
、

に
該
営
す
る
も
の
と
言
え
る
。
『
南
方
草
木
伏
』
に
は
楓
樹
の
癒
痩

だ
と
説
明
し
て
あ
っ
た
か
ら
、
樹
幹
に
生
じ
た
大
型
の
菌
類
を
そ
の
木
芝

よ
う
な
感
魔
で
認
め
た
と
し
て
も
違
和
感
の
生
じ
る
も
の
で
は
な

い
。
叉
、
楓
樹
に
設
生
す
る
菌
類
の
記
録
も
、
『
金
匿
要
略
』
や
『
一
脚

農
本
草
経
』
陶
注
に
〈
笑
菌
〉
と
し
て
出
て
お
り
、
こ
こ
に
は
『
博

物
士
山
』
巻
一
一
一
(
御
覧
九
九
八
〉
の
話
を
示
す
。



江
南
の
諸
山
郡
中
、
大
樹
の
断
倒
せ
る
者
に
、
春
夏
を
経
て
菌

を
生
ず
。
之
を
棋
と
謂
ふ
。
之
を
食
ら
へ
ば
味
有
る
も
忽
ち
毒

殺
す
。
人
云
ふ
、
此
の
物
、
往
往
に
し
て
自
ら
毒
有
る
は
、
或

は一一品ふ

蛇
之
に
著
く
所
な
れ
ば
な
り
と
。

楓
樹
に
生
ぜ
し

者、

之
を
攻
へ
ば
、

人
を
し
て
笑
ひ
て
止
ま
る
を
得
ざ
ら
し

む
。
之
を
治
す
る
に
は
、
土
媛
を
飲
ま
ば
卸
ち
癒
ゆ
。

楓
樹
と
毒
菌
に
は
古
代
よ
り
緊
密
な
閥
係
の
あ
っ
た
こ
と
を
窺
わ
せ

る
。
そ
こ
で
『
朝
野
余
載
』
の
楓
人
が
い
か
に
菌
類
の
属
性
と
重
複

す
る
か
を
見
た
い
。

先
づ
菌
類
が
往
々
木
下
に
後
生
し
た
り
、
人
形
を
と
る
こ
と
は
、

『
抱
朴
子
』
に
「
菌
芝
は
、
:
:
:
或
は
大
木
の
下
に
生
じ
:
:
:
其
の

朕
は
・
:
:
或
は
人
形
の
如
く
、
或
は
飛
鳥
の
如
し
に
と
あ
る
こ
と

で
分
明
で
あ
り
、
叉
『
太
上
霊
賓
芝
草
ロ
問
』
に
も
、
人
威
芝
、
赤
松

子
芝
、
紫
芝
、
勝
精
芝
、
天
寒
芝
と
い
う
五
種
の
類
人
相
芝
が
園
示

(
国
)

さ
れ
て
い
る
熱
か
ら
も
、
周
知
の
話
題
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
、
と
り
わ
け
早
災
に
際
し
て
の
祈
雨
儀
櫨
に
楓
人
が
関
興

し
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
度
祝
の
中
に
行
わ
れ
て
い
た
祈
雨

儀
穫
に
於
て
、
寅
際
に
芝
菌
の
登
場
す
る
も
の
が
あ
る
。
「
風
土
記
』

オ
カ
ル
テ
イ
ズ
ム
よ
り
見
た
中
閣
の
服
芝
行
震
に
就
い
て

(
御
覧
九
九
八
)
に
以
下
の
話
が
見
え
て
い
る
。

陽
羨
の
蓑
君
廟
、
雨
を
祈
る
者
有
れ
ば
、
則
ち
親
、
紳
命
と
稀

し
て
常
に
芝
草
・
草
菌
を
賜
ふ
。
使
ち
神
前
の
酒
査
を
以
て
地

に
濃
ぎ
、
大
美
の
杯
を
以
て
之
を
覆
ひ
、
須
つ
こ
と
有
っ
て
杯

を
溌
か
ば
、
菌
生
J
K
U

今
猶
ほ
然
り
。

更
に
『
農
政
金
書
』
巻
十
一
に
は
、
以
下
の
占
候
を
記
載
す
る
。

茄
蕩
の
内
、
春
初
、
雨
過
ぎ
て
菌
を
生
ず
る
を
、
俗
呼
ん
で
雷

輩
と
魚
す
。
多
け
れ
ば
則
ち
早
を
主
り
、
無
け
れ
ば
則
ち
水
を

主
る
。
草
屋
、
久
し
く
雨
ふ
れ
ば
、
菌
其
の
上
に
生
ず
。
靭
に

出
づ
れ
ば
晴
れ
、
暮
に
出
e

つ
れ
ば
雨
ふ
る
。

こ
れ
は
菌
類
が
農
事
に
於
け
る
晴
雨
水
阜
の
兆
と
し
て
重
ん
ぜ
ら
れ

て
い
た
こ
と
を
一
意
味
し
て
い
る
。
な
お
同
事
例
は
、

メ
ソ
ア
メ
リ
カ

の
先
住
民
文
化
の
中
に
も
求
め
ら
れ
る
。
グ
ア
テ
マ
ラ
高
地
の
イ

γ

デ
ィ
ヘ
ナ
は
、
震
と
ベ
ニ
テ
ン
グ
ダ
ケ
の
闘
係
を
不
吉
で
悪
魔
的
な

意
味
合
い
に
捧
え
て
お
り

叉
マ
ヤ
族
は

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
栽
培
に

濁
し
て
あ
る
種
の
キ
ノ
コ
、
が
恵
み
豊
か
な
雨
を
も
た
ら
す
も
の
と
し

〔
臼
)

て
、
こ
れ
を
信
仰
の
封
象
に
し
て
い
た
と
考
察
さ
れ
て
い
る
。

以
上
の
諸
黙
に
於
て
、
楓
人
の
属
性
は
濃
厚
に
芝
菌
の
類
と
重
な



オ
カ
ル
テ
イ
ズ
ム
よ
り
見
た
中
園
の
限
芝
行
篤
に
就
い
て

る
も
の
で
あ
り
、
楓
人
そ
の
も
の
が
療
扶
に
生
じ
た
菌
類
を
指
す
呼

稀
で
あ
っ
た
可
能
性
も
無
頑
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
式
盤
に
使
用
し

た
と
の
記
述
も
、
巌
密
な
意
味
で
の
羅
針
盤
で
は
な
く
、
降
一
紳
や
招

霊
の
一
必
術
的
祭
儀
に
関
連
し
た
呪
具
類
の
こ
と
を
言
っ
た
も
の
や
も

知
れ
ず
、
乾
堅
な
大
型
の
帽
菌
類
H
サ
ル
ノ
コ
シ
カ
ケ
科
に
廃
す
る

種
で
あ
れ
ば
不
都
合
は
な
い
。

楓
樹
に
生
ず
る
も
の
が
笑
菌
で
あ
る
と
記
す
黙
も
興
味
深
い
。
宮

西
照
夫
は
、
我
閣
に
俗
に
「
笑
い
タ
ケ
」
と
い
う
名
で
停
承
さ
れ
る

(
国
)

菌
類
は
、

~
J匹
目
。

n
H
F内
隠
閣
の
小
型
菌
類
を
指
す
と
論
じ
た
。
ヒ
ガ
シ

ア
イ
セ
ン
ボ
ン
タ
ヶ
、
ト
フ
ン
タ
ケ
等
は
、
催
幻
魔

シ
ピ
レ
タ
ケ
、

性
物
質
の
シ
ロ
シ
ピ
ン
を
含
有
す
る
震
に
こ
の
症
朕
を
呈
す
る
こ
と

に
な
る
の
だ
が
、
古
く
中
園
に
於
て
も
同
様
の
こ
と
が
考
え
ら
れ
る

の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
今
日
、
現
中
園
で
確
認
さ
れ
る
舞
菌
、
笑
菌

と
呼
ば
れ
る
種
に
は

プ
シ
ロ
キ
ベ
腐
で
は
な
く
、

NUQENSNS
腐
の
四
種
、

汎
位
界
種
と

し

て

著

名

な

邸

ち

、

4
S
S号
、

5

2HNgh1~♂

S
吉
、
g
a
T
H
E
-
話
、
司

R
S
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
跳

舞
唱
歌
、
大
韓
狂
笑
と
い
っ
た
錯
観
症
朕
や
幻
費
症
朕
が
出
現
す
る

(
四
)

と
さ
れ
る
。
但
し
こ
れ
ら
は
糞
上
に
溌
生
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、

楓
樹
に
出
る
と
い
う
記
載
と
は
吻
合
し
な
い
。
と
な
る
と
一
番
可
能

性
の
高
い
の
は
、
コ
ナ
ラ
や
シ
イ
等
の
枯
木
に
寄
生
す
る
の
h

ミ
満
足
。
，

、
S
E
屯

R
E
E
.
P
(和
名
目
オ
オ
ワ
ラ
イ
タ
ケ
、
中
園
名
目
桔
黄
裸
傘
、

紅
環
鋳
傘
)
で
あ
っ
て
、

や
は
り
精
神
型
中
毒
症
吠
を
呈
す
る
毒
菌

い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
う
い
っ
た
幻
血
施
設
動
性
菌
類
が
、
中

園
全
土
に
康
範
に
分
布
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
こ
と
を
、
前
引
の

諸
事
例
と
併
考
す
る
に
、
各
地
の
度
税
が
こ
れ
を
超
自
然
的
世
界
と

の
交
渉
に
使
用
し
て
い
た
と
い
う
推
論
は
、
容
易
に
成
立
し
そ
う
で

で
あ
る
。

あ
る
。G
-
ワ
ヅ
ソ
ン
は
、
世
界
各
地
の
民
族
文
化
と
菌
類
と
の
闘
係
を

詳
細
に
研
究
し
、
民
族
菌
類
壌
と
い
う
皐
問
領
域
を
成
立
さ
せ
た

が
、
彼
は
中
園
に
就
い
て
も
古
代
の
不
死
爽
と
さ
れ
た
霊
芝
に
闘
し

て
の
分
析
を
試
み
、
こ
れ
を
今
日
の
の
お
き
丸
町
、
遺

Q
P
E九
S
S
(
マ

Y
ネ
ン
タ
ケ
)

叉
更
に
、

古
代
イ
ン
ド
の
聖
な
る

と
考
え
て
い
る
。

植
物
ソ
マ
の
正
種
を
ヘ
尚
道
お
ミ

E
苦

5
2
3
.
Q
(ベ
ニ
テ
y
グ
ダ
ケ
)
と

論
じ
、
北
方
ユ
ー
ラ
シ
ア
地
域
に
ベ
ニ
テ
ン
グ
ダ
ケ
の
呪
術
宗
教
的

利
用
が
確
認
で
き
る
こ
と
を
も
参
考
に
し
て
、
古
代
中
閣
の
霊
芝
を

め
ぐ
る
超
自
然
的
な
停
承
や
、

不
死
信
仰
の
原
イ
メ
ー
ジ
に
も
こ
の



ベ
ニ
テ
ン
グ
ダ
ケ
の
存
在
が
投
影
し
て
い
る
と
推
測
し
て
い
る
の
で

(
却
)

あ
る
。
確
か
に
シ
ベ
リ
ア
の
諸
民
族
(
コ
リ
ヤ
l
夕
、
サ
モ
エ
l
ド
等
)

に
は
シ
ャ

1
7
ン
が
こ
の
毒
菌
を
用
い
て
ト
ラ
ン
ス
朕
態
を
求
め
る

事
例
が
古
く
は
十
七
世
紀
の
記
録
に
あ
り
、

叉
中
部
ボ
ル
ネ
オ
や
メ

キ
シ
コ
で
も
こ
れ
を
宗
数
的
な
目
的
の
震
に
摂
食
し
、
幻
腕
閣
を
求
め

る
事
例
が
数
多
く
報
告
さ
れ
て
い
石
町
し
か
し
残
念
な
こ
と
に
、
中

園
の
亙
脱
が
幻
受
鼓
動
性
菌
類
を
使
用
し
た
こ
と
を
詮
現
す
る
事
例

を
、
ヮ
ッ
ソ
ン
は
示
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

(6) 

秘
密
宗
教
「
喫
茶
事
魔
」
の
〈
紅
輩
〉

服
芝
設
の
流
行
を
見
た
六
朝
期
に
は
、
遊
仙
、
招
隠
、
採
突
の
テ

1
7
を
持
つ
一
連
の
詩
が
あ
り
、
中
に
芝
菌
を
詠
ず
る
も
の
も
亦
た

多
い
。
丹
芝
(
「
晋
詩
」
巻
十
二
、
庚
問
、
採
薬
詩
)
あ
た
り
が
、

直
ち

に
ワ
ッ
ソ
ン
の
言
う
ベ
ニ
テ
ン
グ
ダ
ケ
に
結
び
つ
く
と
は
思
わ
れ
な

い
。
と
こ
ろ
が
こ
こ
に
、
彼
の
設
を
裏
付
け
る
よ
う
な
話
が
見
つ
か

る
の
で
あ
る
。
宋
-
陸
滋
『
老
事
庵
筆
記
』
巻
十
に
、
蛍
時
世
聞
に

流
行
し
た
明
数
と
い
う
邪
教
に
就
い
て
記
し
た
決
の
一
文
を
見
る
。

闘
中
に
左
道
を
習
ふ
者
有
り
。
之
を
明
教
と
請
ふ
。
亦
た
明
数

オ
カ
ル
テ
イ
ズ
ム
よ
り
見
た
中
閣
の
服
芝
行
震
に
就
い
て

の
経
甚
だ
多
し
。
刻
版
享
印
す
る
に
、
妄
り
に
道
獄
中
の
校
定

官
の
名
を
衡
し
て
其
の
後
に
賛
し
、
焼
く
に
必
ず
乳
香
、
食
ら

ふ
に
必
ず
紅
輩
、
故
に
三
物
皆
四
四
貴
す
。

明
教
は
叉
「
喫
茶
事
魔
」
「
金
剛
鵡
」
な
ど
と
も
穏
さ
れ
、
そ
の
俗

は
『
鐙
雲
叢
談
』
に
よ
る
と
、
「
皆
、
幻
術
な
り
。
」
と
さ
れ
、
『
中

園
枇
禽
史
料
叢
紗
』
甲
集
に
引
用
す
る
諸
筆
記
も
、

震
す
所
と
断
じ
て
い
る
。
『
鶏
肋
編
』

一
様
に
妖
妄
の

に
よ
る
と
、

な
殺
人
者
集
圏
で

大
量
殺
裁
を
そ感
の凹
必ず の

論控
i乙日
と
拝読
シく彼
、篤等
は t主
『祉狂
光禽信
緒不的

安
を
か
き
立
て
て
い
た
と
言
う
。

責
州
府
志
』
に
、
「
虚
空
に
升
り
、
水
火
に
入
る
。
」
と
見
え
た
り
、

『
濁
醒
雑
士
山
』
巻
七
に
、

狐
涯
に
浸
し
た
肉
を
粉
末
に
し
て
、
食
事

に
混
入
し
て
相
手
の
心
の
内
を
譲
み
取
る
と
い
っ
た
一
種
の
操
心
術

が
あ
り
、
そ
う
い
っ
た
諸
術
は
『
石
林
避
暑
録
話
』
巻
四
に
、
「
近

世
、
漸
江
に
事
魔
喫
茶
な
る
者
有
り
。
其
れ
五
斗
米
に
原
け
り
と
云

と
、
後
漢
の
張
角
の
五
斗
米
道
の
流
れ
を
脈
々
と
受
け
継
い

だ
民
間
信
仰
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
後
に
こ
れ
が
白
蓮
数

ふ。」
等
の
明
・
清
秘
密
宗
教
の
系
譜
へ
と
設
展
し
た
と
さ
れ
、
彼
等
の
妖

術
と
も
類
同
の
関
係
に
あ
一
物
そ
ん
な
中
に
乳
呑
と
駐
車
は
登
場
す

一一一一一一



オ
カ
ル
テ
イ
ズ
ム
よ
り
見
た
中
園
の
服
芝
行
震
に
就
い
て

る
の
で
あ
る
。
南
宋
時
代
の
乳
香
の
大
量
消
費
に
就
い
て
は
、
何
如

な
る
用
途
に
利
用
さ
れ
た
の
か
分
か
ら
な
い
部
分
が
多
い
と
さ
れ
る

〈

お

〉
が
、
属
性
に
射
し
て
は
『
績
夷
竪
士
山
L

巻
ご
に
、
彩
身
不
飢
の
延
蕎

丹
な
る
霊
薬
中
に
調
合
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
こ
と
は
宋
・
探
敬
『
呑

譜
』
巻
上
引
『
庚
士
山
』
が
、
乳
香
を
「
仙
方
、
多
く
降
邪
に
用
ふ
。
」

と
、
不
老
不
死
の
秘
薬
の
製
法
に
よ
く
出
て
く
る
と
記
す
黙
と
一
致
、戸}、

す
る
。
な
お
こ
こ
に
叉
「
能
く
酒
を
裂
き
、
風
冷
を
治
す
。
」

酒
の
酔
い
を
早
め
る
と
あ
る
作
用
に
留
意
す
る
こ
と
は
重
要
な
手
が

か
り
と
な
る
。

起
源
と
さ
れ
た
五
斗
米
道
の
修
持
法
は
、
符
水
に
よ
る
病
気
治
療

が
中
心
で
あ
っ
た
。
後
漢
以
後
の
雑
多
な
秘
密
宗
教
も
、
民
衆
を
基

盤
と
し
て
、
根
強
い
反
権
力
姿
勢
を
貫
く
流
れ
の
中
で
展
開
し
て
い

っ
た
。
梁
・
武
一
帝
元
年
(
五
二
七
)
に
停
翁
に
よ
り
始
め
ら
れ
た
禰

大
業
六
年
会
ハ
一

O
〉
の
反
観
の
様
子

動
教
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。

は
、
『
惰
童
閏
』
場
帝
紀
に
よ
る
と
か
か
る
朕
況
で
あ
っ
た
。

盗
数
十
人
有
り
、
皆
、
素
冠
練
衣
し
て
、
焚
呑
持
花
し
、
自
ら

調
動
併
と
掛
惜
し
て
、
建
園
門
よ
り
入
る
に
、
監
門
者
、
皆
稽
首

す。

4 

四

こ
れ
は
禰
勃
教
に
於
け
る
焚
呑
の
特
殊
性
を
示
す
も
の
に
は
違
い
な

か
ろ
う
が
、
使
用
意
固
ま
で
は
詳
か
で
は
な
い
。
白
蓮
教
の
場
合
、

例
え
ば
『
元
史
』
順
一
帯
紀
二
、
至
元
三
年
ハ
ご
ニ
三
七
)
に
河
南
信
陽

州
で
起
こ
っ
た
胡
間
児
の
反
鋭
を
記
載
す
る
燦
に
、

妄
り
に
妖
言
を
造
り
て
飽
を
作

焚
香
を
以
て
衆
を
惑
わ
し
、

す。

と
あ
り
、
や
は
り
昂
揚
や
幻
費
と
い
っ
た
精
神
幾
容
を
意
園
し
た
焚

香
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
れ
る
の
で
あ
る
。
叉
、
十
五
世
紀
、
明
朝
の

蔦
暦
年
開
に
王
森
に
よ
っ
て
創
始
さ
れ
た
大
乗
数
東
波
は
、
『
明
史
』

越
彦
俸
の
説
明
に
よ
れ
ば
、
「
妖
狐
異
呑
を
得
て
、
白
蓮
教
を
但
し
、

自
ら
聞
香
教
主
と
穏
す
。
」

が
記
さ
れ
て
い
る
。

殊
に
そ
の
方
面
を
重
視
し
た
こ
と

し
か
し
、
女
に
掲
げ
る
事
例
こ
そ
は
、
こ
う
い

と

っ
た
秘
密
宗
教
に
於
け
る
薬
物
使
用
の
目
的
を
如
寅
に
停
え
る
記
載

な
の
で
あ
る
。
即
ち
『
資
治
通
鐙
』
巻
一
四
人
に
、
北
貌
の
延
昌
四

健
法
慶
に
率
い
ら
れ
、
大
規
模
な
農
民
反
慨
を

年
(
五
一
五
〉
に
、

起
こ
し
た
大
乗
教
に
就
い
て
、
以
下
の
如
き
記
述
が
あ
る
。

貌
の
翼
州
の
償
法
慶
は
、
妖
幻
を
以
て
衆
を
惑
は
し
、
勃
海
人

李
野
宿
と
乱
を
作
し
、
法
慶
を
推
し
て
主
と
篤
す
。
法
慶
は
尼



恵
障
を
以
て
妻
と
潟
し
、
蹄
宿
を
以
て
十
倍
菩
薩
、
卒
魔
軍
司

と
矯
し
、
漢
王
に
定
め
、
自
ら
大
乗
と
読
す
。
叉
、
狂
薬
を
合

し
、
人
を
し
て
之
を
服
し
、
父
子
兄
弟
復
た
相
識
ら
ず
、
唯
だ

殺
害
を
以
て
事
と
震
さ
し
む
。

こ
こ
の
内
容
は
、
後
の
喫
茶
事
魔
の
殺
人
数
的
性
格
と
見
事
に
合
致

す
る
も
の
で
あ
る
。
中
で
も
、
信
者
に
調
合
し
た
狂
薬
を
服
用
さ
せ

て
、
親
子
で
あ
る
こ
と
す
ら
分
か
ら
ぬ
程
の
酪
町
朕
態
に
し
た
上

で
、
無
差
別
に
殺
人
を
賀
行
さ
せ
る
と
い
う
行
策
は
、
前
引
『
鶏
肋

(
坦
)

篇
』
の
記
述
を
よ
り
詳
述
す
る
も
の
で
あ
る
。

以
上
の
事
情
に
か
ん
が
み
る
と
、
恐
ら
く
喫
茶
事
魔
の
秘
儀
に
於

て
は
、
乳
香
が
不
断
に
焚
か
れ
、
紅
輩
、
部
ち
ワ
ッ
ソ

γ
の
比
定
す

る
ア
マ
ニ
タ
・
ム
ス
カ
リ
ア
(
ベ
ニ
テ
Y
グ
ダ
ケ
)
が
揖
食
さ
れ
、
次

第
に
ト
ラ

γ
ス
状
態
へ
と
誘
導
さ
れ
て
行
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
の

で
あ
る
。
こ
う
い
っ
た
紅
慧
に
劃
す
る
何
等
か
の
特
別
な
意
識
は
、
漢
代
か

ら
六
割
引
に
か
け
て
既
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
た
だ

そ
れ
は
、
あ
く
ま
で
も
不
老
長
生
の
仙
薬
と
し
て
の
認
識
に
止
ま
る

も
の
で
あ
っ
た
。

漢
代
の
繁
府
「
長
歌
行
」
(
「
漢
詩
」
巻
九
)
lこ

オ
カ
ル
テ
イ
ズ
ム
よ
り
見
た
中
閣
の
限
芝
行
信
用
に
就
い
て

(
お
)

「
芝
を
撹
り
赤
憧
を
獲
る
。
」
と
あ
る
赤
憧
‘
更
に
は
郭
瑛
「
遊
仙
詩
」

(
「
普
詩
」
巻
十
一
)
の
第
一
首
中
、
「
岡
に
陵
り
て
丹
夷
を
援
る
。
」
の

丹
夷
と
い
っ
た
も
の
も
、
皆
紅
朱
色
の
大
型
菌
類
を
指
す
も
の
で
あ

る
。
そ
れ
で
も
注
意
す
べ
き
は
、
丹
と
い
う
語
は
、
六
朝
の
早
い
時

期
に
は
、
色
彩
の
み
な
ら
ず
、
丹
砂
と
の
連
闘
で
紳
仙
世
界
的
イ
メ

ー
ジ
を
表
象
す
る
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
丹
葉
、
赤
憧
が
果
た
し
て

本
営
に
個
睡
眠
の
色
彩
を
表
示
し
た
も
の
か
ど
う
か
剣
然
と
し
な
い
と

い
う
の
が
正
直
な
所
で
あ
る
。

こ
れ
ら
が
仙
界
に
群
生
す
る
と
説
く
方
士
の
論
に
基
づ
い
て
、
成

仙
薬
と
し
て
認
知
さ
れ
る
に
至
る
過
程
に
就
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
に

取
り
上
げ
ら
れ
る
機
舎
も
あ
っ
た
ろ
う
が
、
こ
こ
に
述
べ
来
っ
た
如

く
に
、
芝
菌
を
呪
術
宗
教
的
な
領
域
と
関
連
づ
け
て
、
そ
の
薬
徴
薬

品
棋
の
方
面
よ
り
ア
プ
ロ
ー
チ
を
試
み
る
時
、
今
日
ま
で
見
落
と
さ
れ

て
来
た
与
君
。
ミ

E
若
宮
内
お
ミ
お
ハ
ベ
ニ
テ
ン
グ
ダ
ケ
)
や
の
也
、
3
2
Y

K
A
N
S

旬
、
号

E
Vね
な
(
オ
オ
ワ
ラ
イ
タ
ケ
)
等
の
催
幻
盟
諸
性
菌
類
に
言
及

せ
ず
に
、
こ
の
方
面
の
研
究
を
績
け
る
こ
と
は
、
極
め
て
不
備
な
結

論
を
導
く
も
の
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。五



オ
カ
ル
テ
イ
ズ
ム
よ
り
見
た
中
閣
の
服
芝
行
潟
に
就
い
て

註(
1
〉
『
朔
風
』
一
九
三
八
年
十
一
月
第
一
期

〈2
)

♂
ム
物
皐
通
報
』
一
九
五
八
年
第
二
期

〔

3
〉
『
山
西
師
範
皐
院
皐
報
』
一
九
五
八
年
第
一
期

(
4
〉
小
林
清
市
「
清
朝
考
鐙
皐
振
の
博
物
皐
|
|
『
爾
雅
』
回
答
阜
篇
注
を

手
掛
り
に

l
i」
〈
山
田
慶
見
編
『
東
ア
ジ
ア
の
本
草
と
博
物
理
の
世

界
』
凶
所
枚
、
一
九
九
五
年
、
思
文
閤
出
版
)

(
5
〉
蓋
し
我
が
園
人
で
早
く
こ
の
書
に
言
及
し
た
者
に
幸
田
露
伴
が
あ

る
。
「
芝
菌
の
類
は
猛
毒
も
あ
り
奇
能
も
あ
る
も
の
で
、
世
界
最
偉
大

の
輩
の
産
す
る
地
の
土
人
は
此
を
餌
す
る
の
故
を
以
て
世
界
最
偉
大
の

鐙
裕
を
有
す
る
こ
と
あ
る
ほ
ど
で
あ
る
か
ら
、
紳
菌
露
芝
を
研
究
し
た

の
も
道
理
あ
る
こ
と
で
、
其
の
菌
芝
の
園
を
相
俸
し
て
其
名
と
其
性
と

を
知
り
、
又
こ
れ
を
採
る
の
法
を
も
詳
ら
か
に
し
た
こ
と
は
、
晋
の
仙

人
抱
朴
子
内
篇
第
十
一
篇
に
洩
ら
さ
れ
て
居
る
か
ら
、
茶
書
今
は
決
し

て
ゐ
る
が
、
大
概
は
知
る
べ
し
で
あ
る
。
L

(

「
仙
書
参
同
契
L
、
『
海
塵
』

一
一
一
九
頁
、
昭
和
二
十
二
年
、
東
京
出
版
)

(
6
〉
以
上
に
劃
し
て
は
各
々
異
設
を
見
る
。
『
躍
記
』
芝
柿
に
就
い
て
は
、

天
子
の
燕
食
百
有
二
十
品
の
一
と
し
て
奉
が
る
が
、
こ
れ
を
一
物
と
す

る
か
、
二
物
と
す
る
か
、
古
来
議
論
の
あ
る
所
で
、
孔
疏
引
賀
場
の
設

は
、
芝
川
は
木
堪
、
楠
H
H
軟
棄
の
二
物
と
し
、
今
人
の
徐
斡
華
は
『
爾
雅

今
注
』
穣
木
第
十
四
、
「
例
、
補
。
」
の
篠
で
、
『
陸
記
L

の
此
所
を
引

い
て
こ
物
設
を
採
り
、
芝
-
柿
い
づ
れ
も
茅
栗
樹
(
栗
に
似
て
小
、
食

用
)
の
果
賓
の
こ
と
と
考
え
て
い
る
。
今
は
孔
疏
及
び
主
な
る
清
疏
の

~ ，、

設
、
即
ち
朱
彬
「
訓
纂
』
、
沈
喜
『
熊
皇
異
同
』
、
或
は
張
文
虎
『
箭
議

室
徐
筆
』
、
食
正
饗
『
笑
己
類
稿
』
(
巻
十
、
芝
摘
解
〉
に
従
う
が
、
巌

正
に
は
、
孫
希
旦
の
『
集
解
』
の
如
く
に
結
論
を
留
保
す
べ
き
所
か
も

知
れ
ぬ
。
叉
、
『
周
艦
』
の
深
蒲
は
、
鄭
注
に
は
鄭
司
農
の
蒲
弱
設
と
、

別
に
桑
耳
設
が
一
示
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
も
断
定
的
な
も
の
で
は
な
い
。

加
え
て
『
呂
質
』
の
越
路
の
菌
と
い
う
の
も
、
高
注
は
箇
と
し
、
蒋
維

喬
等
の
『
呂
氏
春
秋
葉
校
』
も
松
皐
国
の
司
畢
校
補
正
L

に
基
づ
い
て

訟
を
同
じ
う
す
る
が
、
今
は
陳
奇
猷
『
呂
氏
春
秋
校
四
押
』
の
、
調
味
剤

を
羅
列
す
る
篠
下
に
無
味
の
簡
あ
る
は
不
自
然
で
、
そ
れ
は
菌
類
で
な

く
て
は
な
ら
ぬ
と
い
う
考
え
に
従
っ
て
お
く
。
『
御
覧
』
な
ど
も
竹
部

〈
巻
九
六
三
)
、
百
井
部
、
菌
の
僚
(
巻
九
九
八
)
と
も
に
文
字
を
媛
え

て
重
出
し
て
お
り
、
早
く
よ
り
何
と
も
定
め
難
い
箇
所
で
あ
っ
た
ら
し

(

7

)

程
光
股
「
鈎
菌
類
的
認
識
和
利
用
」
(
注
子
春
等
『
中
園
古
代
生
物

同
時
平
史
』
第
十
四
章
、
一
九
八
九
年
、
科
皐
出
版
)
一
五
七
頁
。

(

8

)

斎
兵
星
高
齢
新
探
』
(
一
九
八
八
年
、
天
津
古
籍
出
版
)
四

O
五
1

四
O
七
頁
。

(

9

)

『
山
海
経
校
注
L

山
経
東
鰹
巻
五
(
一
九
八
三
年
、
上
海
古
籍
出
版
〉

一
二
七
頁
。

(
凶
)
可
屈
萄
鮮
賦
論
稿
』
(
一
九
八
六
年
、
春
風
文
露
出
版
〉
八
八

l
九
八

頁。

(
日
〉
正
統
道
議
正
乙
部
に
枚
め
る
『
種
芝
草
法
』
は
、
窓
芝
の
人
工
栽
培

法
を
解
い
た
書
で
あ
る
。
こ
の
書
は
服
芝
涯
の
立
場
よ
り
も
錬
丹
波
、



即
ち
ア
ル
ケ
ミ
l
の
理
論
的
支
柱
を
備
え
た
側
か
ら
の
著
述
で
あ
る
こ

と
は
、
「
其
の
菓
く
る
所
は
皆
山
水
土
木
の
精
な
り
。
丹
砂
の
上
、
黄

金
の
上
、
曾
青
の
上
、
雄
糞
の
上
、
皆
芝
を
会
す
。
此
の
芝
は
至
徳
感

一
刑
者
に
非
ん
ば
逢
ひ
て
も
見
え
ず
。
見
え
て
も
食
ら
ふ
を
得
ず
。
此
の

芝
の
能
く
人
を
し
て
立
ち
ど
こ
ろ
に
仙
者
た
ら
し
む
る
所
以
な
り
。
此

の
四
物
の
至
精
を
受
け
、
天
地
陰
陽
の
和
気
を
含
み
、
薫
蒸
の
津
液
を

薬
と
し
て
、
符
を
以
っ
て
其
の
味
を
生
成
す
れ
ば
、
乃
ち
此
の
四
物
の

本
鐙
よ
り
紳
と
な
る
な
り
。
」
と
芝
菌
の
植
民
生
を
説
明
す
る
こ
と
か
ら

明
ら
か
で
あ
る
。
食
菌
の
栽
培
が
技
術
的
に
確
立
さ
れ
る
の
は
唐
代
以

後
で
あ
る
が
、
こ
の
紳
仙
家
的
栽
培
方
式
は
既
に
『
抱
朴
子
』
巻
十

六
、
黄
白
篇
に
、
「
夫
れ
芝
菌
は
自
然
に
し
て
生
ず
。
而
る
に
仙
経
に

五
石
五
木
を
以
て
芝
を
種
う
れ
ば
、
芝
生
ず
。
取
り
て
之
を
服
す
る

も
、
亦
た
自
然
の
芝
と
異
な
る
無
く
、
倶
に
人
を
し
て
長
生
せ
し
む
。
」

と
見
え
た
り
、
『
康
群
芳
世
間
』
巻
八
十
七
引
ヨ
其
通
記
』
に
も
仙
薬
の

製
造
法
と
思
わ
れ
る
が
、
九
歪
紫
菌
と
浪
菖
芝
と
を
細
切
し
て
、
丹
朱

玉
媛
に
潰
浸
し
た
上
で
、
様
々
な
秘
法
を
行
な
う
こ
と
に
よ
り
生
成
さ

れ
る
も
の
を
、
蒸
溜
し
て
保
命
液
を
調
ず
る
と
い
う
こ
と
が
記
さ
れ
て

い
る
の
で
、
こ
う
い
う
考
え
は
貌
晋
以
来
か
な
り
信
奉
さ
れ
て
い
た
も

の
と
言
》
え
る
。

〈
ロ
)
大
形
徹
「
本
草
と
方
士
の
関
係
に
つ
い
て
」
ハ
大
阪
府
立
大
血
午
、
昭

和
六
十
三
年
『
人
文
論
叢
』
8
所
収
〉
。
叉
、
同
氏
「
『
紳
農
本
草
経
』

の
神
仙
鶴
」
〈
可
東
方
宗
教
』
行
所
牧
)
に
も
見
え
る
。

オ
カ
ル
テ
イ
ズ
ム
よ
り
見
た
中
園
の
限
芝
行
震
に
就
い
て

(
日
)
宮
西
照
夫
・
清
水
義
治
『
古
代
文
化
と
幻
魔
剤
1
I
l腕
々
と
の
饗

宴
ー
ー
」
(
一
九
九
五
年
、
川
島
書
庖
)
七
四
頁
。

(
日
比
)
司
古
代
中
園
社
曾
』
(
伊
藤
清
司
等
譲
、
一
九
九
五
年
、
東
方
書
庖
)

八
三
頁
。

(
日
)
『
《
南
方
草
木
状
》
図
際
血
子
術
討
論
舎
論
文
集
』
附
録
同
植
物
名
録

(
一
九
九
O
年
、
中
関
農
史
研
究
叢
書
、
華
南
農
業
大
皐
、
農
業
歴
史

遺
産
研
究
室
編
、
農
業
出
版
)
二
五
一
頁
。

〈
日
出
)
圏
像
に
表
れ
た
芝
菌
は
、
士
口
く
は
漢
代
の
査
像
石
中
に
散
見
す
る
。

殊
に
所
謂
、
昇
仙
園
系
の
も
の
に
多
く
見
受
け
ら
れ
る
。
四
川
の
新
繁

清
白
郷
漢
墓
よ
り
出
土
し
た
萱
像
碍
に
は
、
芝
草
を
手
に
す
る
玉
兎
が

西
王
墓
の
右
に
配
さ
れ
、
同
様
の
モ
チ
ー
フ
は
、
成
都
羊
子
山
漢
墓
出

土
の
童
像
碍
に
も
現
れ
て
い
る
。
詳
細
は
曾
布
川
寛
「
漢
代
輩
像
石
に

お
け
る
昇
仙
闘
の
系
世
間
」
(
『
東
方
皐
報
』
第
六
十
五
珊
所
枚
、
一
九
九

三
年
)
を
参
照
さ
れ
た
い
。
西
王
母
の
登
場
す
る
昇
仙
園
は
、
出
品
衛
山

を
念
頭
に
置
い
て
像
形
化
さ
れ
た
と
さ
れ
る
が
、
こ
の
神
山
の
イ
メ
ー

ジ
、
つ
ま
り
珍
鳥
奇
獣
が
お
り
、
仙
草
異
樹
が
叢
生
す
る
と
い
う
認
識

は
、
西
方
パ
ピ
ロ
エ
ア
世
界
か
ら
の
文
化
惇
播
に
起
因
す
る
と
い
う
読

も
あ
る
。
(
凌
純
撃
「
中
図
的
封
調
輿
南
河
流
域
的
昆
語
文
化
」
、
中
央

研
究
院
『
民
族
皐
研
究
所
集
刊
』
第
十
九
期
所
枚
、
民
園
五
十
四
年
)

或
は
鐙
芝
に
関
し
て
も
こ
れ
と
何
等
か
の
接
黙
が
あ
る
の
か
も
知
れ
な

い
。
な
お
、
類
人
相
芝
の
附
園
は
衣
の
如
し
。

七



オ
カ
ル
テ
イ
ズ
ム
よ
り
見
た
中
園
の
限
芝
行
為
に
就
い
て

(
げ
〉
大
井
邦
明
等
監
修
『
き
の
こ
石
』
所
枚
、
ミ
ゲ
ル

-
F
・
ト
レ
ス

「
マ
ヤ
の
心
理
皐
と
儀
式
用
幻
発
剤
な
ら
び
に
き
の
こ
石
」
六
六
頁
、

及
び
イ
ボ
γ
・
ソ
メ
ル
カ
ン
プ
「
グ
ア
テ
マ
ラ
の
キ
ノ
コ
」
七
三
頁

/¥ 

(
一
九
九
四
年
、
た
ば
こ
と
堕
の
博
物
館
)

(
路
)
前
掲
、
ミ
ゲ
ル
・

F
・
ト
レ
ス
論
文
、
六

O
頁。

(
印
)
中
園
産
口
問
に
就
い
て
は
、
中
園
科
察
院
微
生
物
研
究
所
民
菌
組
編
著

『
串
博
蕗
潜
』
(
第
二
版
、
一
九
八
八
年
、
科
摩
出
版
)
を
参
照
し
た
。

(
却
)
同
州
・
の
D
&
g
d『曲凹凹
O
ロ
巴
吋
H

(
口
市
川
弓

E
E
oロ
)
・
『
ωo日
向
山
岳
己
口
問

g
E
F
c
o自
丸
山

B
E
R
g
-
-
q』司・
8
1
S
-
叉
、
ワ
ッ
ソ
ン
の
業
績

や
評
僚
に
就
い
て
は
、
『
古
野
清
人
著
作
集
』
四
容
所
枚
、
「
メ
キ
シ
コ

シ
ャ
マ
ン
の
饗
タ
ケ
幻
売
」
ハ
一
九
七
二
年
、
三
一
魯
房
〉
、
吉
田
禎
五
回

『
宗
数
人
類
皐
』
中
の
「
第
二
章
、
聖
な
る
キ
ノ
コ
|
|
幻
魔
性
植
物

と
シ
ャ
マ
ニ
ズ
ム
」
(
一
九
八
四
年
、
東
京
大
皐
出
版
禽
〉
に
詳
か
で

あ
る
。

(
幻
〉
古
野
前
掲
論
文
及
び
吉
田
前
掲
書
。

〈

m〉
裁
玄
之
『
中
園
秘
密
宗
敬
奥
秘
密
曾
祉
』
上
・
下
加
。
(
民
園
八
十

一
年
、
妥
淘
商
務
院
書
館
〉
及
び
漢
文
起
『
中
園
民
閲
秘
密
宗
教
』

(
中
園
祉
曾
史
被
告
、
一
九
九
一
年
、
新
江
人
民
出
版
〉
。

(
お
〉
山
田
懲
太
郎
『
香
料
博
物
事
典
』
(
一
九
七
九
年
、
同
朋
舎
〉
一
四

四
J
一
四
八
頁
。
な
お
後
述
の
焚
香
の
事
例
は
、
古
い
も
の
で
は
『
三

園
志
』
の
孫
策
俸
注
引
江
表
俸
に
、
江
南
の
道
士
干
士
ロ
の
活
動
を
「
精

舎
を
立
て
、
呑
を
燐
き
、
道
書
を
讃
み
、
符
水
を
製
作
し
て
以
て
病
を

治
さ
ば
、
呉
・
舎
の
人
、
多
く
之
に
事
ふ
。
」
と
記
す
。
叉
、
江
南
五

斗
米
道
の
創
始
者
で
あ
る
杜
子
恭
は
、
『
洞
仙
停
』
に
よ
る
と
「
毎
に

入
静
焼
香
し
て
、
能
く
百
姓
に
三
五
世
の
絹
一
帽
を
見
し
む
。
」
と
さ
れ
、

そ
の
香
輔
衆
が
催
幻
覚
性
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。



(
引
品
)
宋
・
王
質
『
雲
山
集
』
巻
三
に
、
喫
菜
事
魔
の
呪
法
や
組
織
の
憧
質

に
鰭
れ
た
一
節
が
あ
る
。
「
其
の
術
は
別
ち
墜
修
、
二
舎
、
白
併
、
金

剛
鵡
有
り
。
:
:
:
故
に
其
の
宗
師
の
其
の
徒
を
御
す
る
こ
と
、
君
の

巨
に
お
い
て
し
、
父
の
子
に
お
い
て
す
る
が
如
く
し
、
而
し
て
其
の
徒

の
其
の
宗
師
を
奉
ず
る
こ
と
、
宮
前
然
と
し
て
天
地
神
明
の
犯
す
べ
か
ら

ざ
る
が
如
く
、
較
然
と
し
て
春
夏
秋
冬
の
遠
ふ
べ
か
ら
ざ
る
が
如
き
な

り
。
之
を
し
て
白
刃
を
踏
み
、
湯
火
に
赴
か
し
む
る
と
雄
も
可
な
り
。
」

と
述
べ
、
宗
師
へ
の
紹
鈎
服
従
を
記
す
が
、
こ
れ
に
よ
く
似
た
話
に

可
東
方
見
聞
録
』
に
見
る
〈
山
の
老
人
〉
の
イ
凡
ラ
ム
暗
殺
数
回
の
例

が
あ
る
。
彼
の
下
に
集
め
ら
れ
た
若
者
還
に
は
ハ

γ
γ

ュ
ハ
イ
ン
ド
大

脇
〉
が
輿
え
ら
れ
、
将
来
の
忠
賞
な
暗
殺
者
た
る
べ
く
洗
脳
が
行
な
わ

れ
た
と
俸
え
る
。

(
お
)
赤
瞳
を
菌
類
と
す
る
訟
は
、
劉
昭
民
『
中
華
生
物
曲
学
史
』
(
中
華
科

皐
技
襲
史
叢
書
、
民
図
八

O
年
、
裏
湾
商
務
院
書
館
〉
中
の
第
五
章
、

「
秦
漢
時
代
!
農
書
中
的
生
物
拳
議
十
分
豊
富
l
、
第
一
節
、
器
物
上

的
動
植
物
絞
筒
」
に
見
え
る
。
一

O
五
頁
。

オ
カ
ル
テ
イ
ズ
ム
よ
り
見
た
中
閣
の
限
芝
行
震
に
就
い
て

九


